



附属図書館蔵「狩野文庫」は、 狩 野 亨 吉 博士
か のう こう きち
旧蔵の和漢古典類１０万８千冊余の集成であ
る。かくも厖大な文献を渉猟した狩野亨吉と
はどのような学者であったのか一眸し、「狩
野文庫」の意義に触れてみたい。
　狩野亨吉（１８６５-１９４２）は現秋田県大館市
生まれ。帝国大学で数学と哲学を修め、まず
旧制四高教授、次いで夏目漱石の薦めにより
五高教授となり、３４歳で一高の校長となっ
た。この時、漱石を一高講師に招いている。
なお、漱石没時に友人代表の弔辞を読んだの
も、修善寺の漱石詩碑をものしたのも狩野。
　要職歴任の後、明治３９（１９０６）年、京都帝
国大学文科大学の初代学長に就任。講座設置
にあたって慣例に従わず、人物本位で在野の
賢人を招いた。「どうしてすぐれた学者が数
多く集まったのか、今もって不思議である。
内藤湖南博士や西田幾多郎博士などは特に著
しい例であるが、当時の教授たちのほとんど
全部がそれぞれ一家言を持ち、文筆の才があ
り、世間的にも有名な人たちであった」（湯
川秀樹『本の中の世界』）。ほかにも幸田露
伴、小川琢治（湯川秀樹の実父）、富岡謙蔵
（鉄斎の子）、桑原隲蔵（武夫の父）等まさに
多士済々、ひとえに狩野の学徳の所以である
（漱石も招かれたが拒絶して朝日入社）。２年
後に辞職した後は一切の公職就任要請（東宮
の教育掛など）をにべもなく断り通し、書画
鑑定を事として世を終えた。
　凄まじい読書量は、気がつけば１０万を超
え、かの露伴をして、「あの人くらい本を読
むと、宗教なんか馬鹿らしいというのは当た
り前だ」と言わしめた（小林勇『蝸牛庵訪問
記』）。成果を誇らずひたすら学識を深めゆく
生き様からすれば、生涯独身を通したことに
も頷ける。薄田泣菫は「独身主義者」と題す
る「茶話」で、狩野に「唯真理を研究するの
に忙しいもんだから、結婚する閑が無かつた
んだね」と語らせておいて、「しかし狩野氏
が…捜してゐる真理といふものも、実際手に
取つて見れば、結婚同様案外下らない物かも
知れない」と揶揄したが、これは茶化し過ぎ
というもので、「彼は江戸時代の古本を片っ
端から読みました。…一生独身を通し、それ
までの蓄えを全てつぎ込みました。…彼が悩
み続けたことは、『日本人には独創性がある
か』ということでした。維新後、日本は国際
社会に仲間入りして…学問もヨーロッパ風に
する。それらはうまくいっているが模倣にす
ぎない…日本人に本当に独創の才能があるの
か。狩野亨吉は思いつめ、それを調べるため
の古書集めだったのです」（司馬遼太郎講演
録）と見るのが妥当である。そして、万巻の
読破からは近世の学者志筑忠雄、思想家安藤
昌益、経世家本多利明が発掘された。
　真理の究明を期した蔵書は、それゆえ殆ど
総ての領域を網羅しており、戦前より国宝指
定を受けた『史記孝文本紀第十』『類聚国史
巻第二十五』など質の高い資料が多数ある。
　和書線装本は平成３年からマイクロフィル
ム化が進められ、平成５年よりマイクロフィ
ルム利用が可能となった。本学は、第２門
（哲学・宗教・教育）、第４門（語学・文学）か
ら文科省助成金を得て収集を進めている。
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